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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 16日 (2005.6.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
デ ィ ス ク (D)を 一 列 に 並 べ て 誘 導 す る ガ イ ド 通 路 (220)と 、
前 記 ガ イ ド 通 路 (220)の 延 長 上 に お い て 前 記 ガ イ ド 通 路 の 中 心 線 (CL)か ら 外 れ た 位 置 に 配
置 さ れ 、 か つ 、 ガ イ ド 通 路 (220)に 向 け て 付 勢 さ れ る 接 触 体 (261)と 、 前 記 ガ イ ド 通 路 (220
)の 延 長 上 、 か つ 、 前 記 中 心 線 (CL)に 対 し 前 記 接 触 体 (261)の 反 対 側 に お い て 選 択 的 に 位 置
さ れ る 偏 向 体 (231)を 含 ん で お り 、
前 記 偏 向 体 (231)は 、 ガ イ ド 通 路 (220)の 中 心 線 (CL)か ら ず れ た 位 置 に お い (247)周
り に 回 動 可 能 な レ バ ー (248)に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク の 振 分 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 レ バ ー (248)が 前 記 ガ イ ド 通 路 (220)と ほ ぼ 並 列 す る 第 1レ バ ー (249)及 び 前 記 第 1レ バ
ー (249)の 上 部 か ら 前 記 ガ イ ド 通 路 (220)と 直 交 方 向 に 伸 び る 第 2レ バ ー (250)と を 有 す る 倒
立 L形 で あ っ て 、 第 1レ バ ー (249)よ り も ガ イ ド 通 路 (220)か ら 離 れ た 第 2レ バ ー (250)に お い
て 前 記 軸 (247)に ピ ボ ッ ト 運 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 第 1レ バ ー (249)の 前 記 軸 (247)よ り も
ガ イ ド 通 路 (220)に 近 い 位 置 に 前 記 偏 向 体 (231)が 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 2レ バ ー (250)の 軸
(247)よ り も 前 記 ガ イ ド 通 路 (220)か ら 離 れ た 位 置 に ア ク チ ュ エ ー タ (242)の 移 動 体 (243)を
取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の デ ィ ス ク の 振 分 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 偏 向 体 (231)が 支 軸 (233)に 回 転 自 在 な ロ ー ラ (235)で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
ま た は ２ の デ ィ ス ク の 振 分 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 支 軸 (233)の 拡 大 部 (236)が ス ト ッ パ (234)で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 3の デ ィ ス ク
の 振 分 装 置 。
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【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 1レ バ ー (249)の 前 記 偏 向 体 (231)の 取 付 部 よ り も 端 部 が 位 置 セ ン サ ー (225)の 作 用 片
(227)で あ る 請 求 項 ４ の デ ィ ス ク の 振 分 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 接 触 体 (261)が 支 持 軸 (262)に 回 転 自 在 な ロ ー ラ (263)と 、 前 記 支 持 軸 (262)の 両 端 部 に
作 用 す る バ イ ア ス 装 置 (270)と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ の デ ィ ス ク の 振
分 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
接 触 体 (261)に 近 い ガ イ ド プ レ ー ト (222A)の 先 端 (222D)の 位 置 が 、 他 方 の ガ イ ド プ レ ー ト (
222B)の 先 端 (222C)の 位 置 と 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ の デ ィ ス ク の 振 分
装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
ガ イ ド 通 路 (220)に よ り 案 内 さ れ る デ ィ ス ク (D)が 、 ガ イ ド プ レ ー ト (222A、 222B)、 偏 向 体
(231)及 び 接 触 体 (261)と 接 触 し た と き 、 接 触 体 (261)は デ ィ ス ク (D)の 最 大 直 径 部 よ り も 接
触 体 (261)側 に お い て デ ィ ス ク (D)と 接 触 す る よ う 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま
た は ２ の デ ィ ス ク の 振 分 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 以 下 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。
デ ィ ス ク を 一 列 に 並 べ て 誘 導 す る ガ イ ド 通 路 と 、 前 記 ガ イ ド 通 路 の 延 長 上 に お い て 前 記 ガ
イ ド 通 路 の 中 心 線 か ら 外 れ た 位 置 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 ガ イ ド 通 路 に 向 け て 付 勢 さ れ る 接 触
体 と 、 前 記 ガ イ ド 通 路 の 延 長 上 、 か つ 、 前 記 中 心 線 に 対 し 前 記 接 触 体 の 反 対 側 に お い て 選
択 的 に 位 置 さ れ る 偏 向 体 を 含 ん で お り 、 前 記 偏 向 体 は 、 ガ イ ド 通 路 の 中 心 線 か ら ず れ た 位
置 に お い 周 り に 回 動 可 能 な レ バ ー に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ
る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 偏 向 体 が 、 ガ イ ド 通 路 の 中 心 線 の 延 長 か ら ず れ た 位 置 に お い 周 り に 回 動 可
能 な レ バ ー に 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 前 記 軸 は デ ィ ス ク か ら 直 交 方 向 に 力 を 受 け 、 か つ
、 前 記 レ バ ー は そ の 軸 線 に 沿 っ た 圧 縮 力 を 受 け る の で 無 理 な 力 が 加 わ ら な い の で 移 動 が ス
ム ー ズ で あ り 、 耐 久 性 が 向 上 す る 。
さ ら に ま た 、 デ ィ ス ク の 通 路 が 並 行 し て 配 置 さ れ な い の で 、 振 分 装 置 の 厚 み を 薄 く 出 来 る
。
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